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日本人の顔貌とアルコールパッチテスト反応とは関連するだろうか
栗原　久
東京福祉大学短期大学部
〒372-0831 伊勢崎市山王町2020-1
（2014年9月17日受付、2015年1月8日受理）
抄録：アルコールパッチテスト反応（発赤なし、やや発赤、著しく発赤）と日本人の顔貌の特徴（縄文系、弥生系）との関連に
ついて、255人の学生（男子53人、女子202人）を対象に検討した。顔貌は平均的日本人顔を中心に、縄文系、弥生系にほぼ
正規分布的であった。アルコールパッチテストでは、男子53人のうち、29人（54.7%）が発赤なし、やや発赤が20人（37.7%）、
顕著な発赤が4名（7.5%）であった。また女子202人のうち、発赤なしが122人（60.4%）、やや発赤が36人（17.3%）、著し
い発赤が44人（21.8%）であった。アルコールパッチテスト反応と顔貌との関連では、男子において、相関係数が0.25以上
であったのは眉（0.286）、頬骨（0.251）であり、-0.25以下は耳たぶ（-0.511）、口元（-0.282）、頭の縦横比（-0.324）であった。
一方、女子では、いずれの項目において明確な相関性はみられなかった。これらの結果は、縄文人と人の顔貌の特徴から、
アルコールの中間代謝物であるアセトアルデヒドの酸化に関与するアルデヒド脱水素酵素（ALDH-E2）の活性、つまりお
酒を飲める・飲めないタイプを予測するのはかなり困難であることを示唆している。
（別刷請求先：栗原　久）
キーワード：日本人の顔貌、アルコールパッチテスト反応、旧モンゴロイド（縄文人）、新モンゴロイド（弥生人）
緒言
大学生の飲酒、特に新入生における一気飲みによる急性
アルコール中毒で、毎年のよう尊い命が失われている。
さらに、飲酒運転・酒気帯び運転を初めてとする事件・事故、
飲酒が原因となるや社会・家庭問題、医学的にみた健康障
害も頻発している。
アルコール関連の問題への対策は、取り締まりの厳格化
に加えて、アルコールの精神薬理作用およびそれに伴う行
動変容について、飲酒者本人への指導はいうまでもなく、
本来は飲酒経験のないはずの未成年者に対して、正しい知
識の醸成と啓発が重要である。同時に、飲酒後の症状発現
と体質との関係を知ることも、アルコール関連事故の防止
に有効と考えられている（樋口，1997；浜島，2002）。
アルコールの代謝は2段階で行われる（「アルコール代謝
と肝」研究会，1986; Ehrig et al., 1990）。第1段階は、アル
コールそのものの代謝で、肝臓に存在するアルコール脱水
素酵素（ADH）とミクロソームエタノール酸化系（MEOS）
が中心となり、組織各部に存在するカタラーゼが一部関与
してアルコールが酸化（脱水素）され、この代謝過程によっ
てアセトアルデヒドが生成する。第2段階は、中間代謝産
物であるアセトアルデヒドの酸化（脱水素）で、主に肝臓に
存在するアルデヒド脱水素酵素（ALDH）の働きによって、
アセトアルデヒドから酢酸およびアセチル -CoAが生成さ
れる。酢酸あるいはアセチル -CoAは各種酵素の働きで、
最終的に水と二酸化炭素に分解される。
言うまでもなく、飲酒後の酔いは、アルコールによる
大脳機能の抑制に起因する思考・感覚・運動機能の低下で
ある。しかし、アルコールに対する強弱の一般的認識は、
アセトアルデヒドによって引き起こされる発赤（赤面）、
悪酔い（悪心・嘔吐）、二日酔いの程度で判断されることが
多い。
アセトアルデヒドの代謝の主要酵素であるALDH-E2は
517個のアミノ酸から構成されるたんぱく質で、このうち
487番目のアミノ酸を決定する核酸塩基配列の違いによ
り、3つの遺伝子多型に分かれる（原田，2001a）。遺伝子対
が両方ともグアニンであるGG型（対応するアミノ酸は
両方ともグルタミン）、グアニンの1つがアデニンに変化し
たAG型（対応するアミノ酸は一方がリジン、他方がグルタ
ミン）、2つともアデニンになったAA型（対応するアミノ
酸は両方がリジン）である。ALDH-E2のアセトアルデヒ
ド代謝活性は、GG型が高活性タイプであるのに対して、
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AG型は低活性タイプで高活性タイプの約1/16の代謝能力
しかなく、AA型は代謝能力をほとんど失っている無活性
タイプである。ALDH活性が低い人が飲酒すると、アル
コールから生成したアセトアルデヒドが分解され難く、
体内に長く留まることになる。そのため、ALDH-E2（低活
性タイプ）やALDH-E2（無活性タイプ）の人は、飲酒後に
赤面になり、悪酔いや二日酔いを起こしやすく、一般的
に酒に弱い、あるいは飲めないタイプということになる
（原田，1999，2001a，2001b）。
ALDH-E2の遺伝子多型の簡易検査法にアルコールパッ
チテストがある（今井，1992；竹下・森本，2000）。アルコー
ルをしみ込ませたパッチテープを皮膚に貼付すると、皮膚
にあるカタラーゼによってアルコールが酸化され、アセト
アルデヒドが生成する。皮膚にもALDH-E2が存在するの
で、発赤の有無およびその程度によってALDH-E2が高活
性、低活性および無活性であると判定できる。
ALDH-E2の遺伝子多型は生まれつきの体質であり、
人種によってその出現率は異なり、ALDH-E2（低活性タイ
プ）やALDH-E2（無活性タイプ）が存在するのはモンゴロ
イドだけにみられる特徴である（尾木，1996）。日本人は基
本的にはモンゴロイドに分類されるが、高活性タイプが約
60％、低活性タイプが35％、無活性タイプが約5％とされ
ている。その主要ルーツは旧モンゴロイド（縄文系とする
ことが多い）と新モンゴロイド（弥生系とすることが多い）
にあると考えられている（馬場，1999；馬場・原島，1999）。
すなわち、アフリカを出発してアジアに進出してきた新人
類（ホモ・サピエンス）が、最初に日本に到着したのは8～9
万年前であったとされている。このときの新人類は
ALDH-E2高活性タイプの旧モンゴロイド系で、数万年の
間に日本各地に分布した（以後、縄文人とする）。この間の
2.5～3万年前、中国南部において、遺伝子の突然変異によ
り核酸塩基がグアニンからアデニンに変わったALDH-E2
低活性タイプや無活性タイプが出現し、その子孫である新
モンゴロイド系が約3,000年前に日本に渡来し（以後、弥生
人とする）、先住していた縄文人の居住地域に進出した。
それ以降、縄文人および弥生人との混血によって現在の日
本人になったが（中村，2006）、顔貌やALDH-E2活性には、
現在でも縄文人と弥生人の特徴が、地域に残っていると
考えられている（原田，2001b；斎藤，2006；塚田，2007））。
つまり、朝鮮半島から渡来した弥生人が北九州、瀬戸内海、
近畿地方へと進出してきたことによって、縄文人は日本の
南西部や東北部に追いやられたと考えられている。そのた
め、日本における飲酒量およびALDH-E2活性の分布には
偏りがあり、縄文人の特徴であるALDH-E2高活性タイプ
の人は中部、近畿、北陸、北九州など西日本を中心に少なく、
東西に向かうにつれて増加し、東北、関東、南九州、沖縄で
多くなる傾向がみられるという（原田，2001b；中村，2011）
（図1）。
日本人の顔貌についても、縄文人や弥生人の特徴を受け
継いでいることは間違いなく、特に薩摩隼人や南西諸島
の居住者は縄文人の、北九州から近畿地方では、弥生人の
特徴がそれぞれ強いといわれている。しかし、人口移動
が激しい昨今では、人々の身体的特徴や地域特性が次第
に薄れつつあり、遺伝子の交雑も大きくなっているのが
現状である。現在の日本人において、縄文人や弥生人の
顔貌の特徴とALDH-E2活性の高低による飲酒後の発赤
の有無との関係については、ほとんど検討が行われてい
ない。
本研究は、アルコールパッチテストによるALDH-E2の
遺伝子多型の評価結果と、縄文人および弥生人の顔貌の特
徴に関する自己評価との相関性について検討することを目
的としている。
研究対象と方法
対象者
対象者は、東京都内および北関東地方にキャンパスを持
つＡ大学およびＡ大学短期大学部の1～3年生（男子53名、
女子202名）で、その出身地は関東地方が多かったが、沖縄
県～北海道まで分布していた。
図1． 日本におけるALDH-E2高活性タイプの出現率 
（原田勝二，2001bより）
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調査方法
調査は201X年11月に実施した。
調査対象の学生に、馬場（1999）に基づいて独自に作成し
た縄文人および弥生人の顔貌の特徴に関する質問紙（表1）
を手渡し、15項目の質問に対してどちらに近いか、また、
質問紙に印刷された顔サンプルのどれに類似しているか、
事前の説明は行わずに、任意の自己評価によって回答して
もらった。
質問紙に対する回答時間内に、後述するアルコールパッ
チテストを実施し、皮膚の発赤の有無を観察した。さらに、
回答用紙を提出する際に頭のサイズを測定し、縦（前後）お
よび横（左右）の長さの比を算出した。
アルコールパッチテスト
アルコールパッチテストは、栗原（2000）の手順と判定方
法に従って行った。カットバンの脱脂綿部分に消毒用エタ
ノール（約70重量％）を数滴垂らし、前腕の肘関節部の皮膚
に貼ってもらった。7分後にカットバンを剥がして発赤の
程度を観察し、引き続いて10分後に、発赤の程度を再観察
した。
発赤の程度は、発赤なし（1点）、やや発赤（10分後に発赤
が強まる：2点）、顕著な発赤（3点）の3段階で評価した。
説明と同意、個人情報の保護
対象者には、本研究の趣旨、結果の評価および論文や学
会発表の際の利用、さらに個人情報の取り扱い方法を記載
した文章を質問紙と同時に配布し、また、回収された回答
用紙の保管と研究がまとまった段階での破棄などについ
て、口頭による補足説明を行い、調査協力の同意を得た。
なお、本論文の作成に当たり、関係者以外には得られた
情報から個人の特定ができないよう、可能な限り配慮した。
統計処理
15項目の質問への回答結果、頭のサイズ（縦と横の比）、
顔サンプルとの類似性とアルコールパッチテスト結果と
の相関性を検討した。質問に対する回答では、左側（縄文
表1．調査対象者に配布した質問紙
チェックリストは馬場（1999）のリストを基に作成。
顔貌のCGは東京大学工学部原島研究室より。
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人の特徴）に対しては1点、右側（弥生人の特徴）に対して
は2点を与えた。顔サンプルについては、現代日本人の
平均顔を0点とし、縄文人のウエイトが高い方にはプラス
点を、弥生人のウエイトが高い方にはマイナス点を与えた。
未来形については、現在人と同じ0点とした。
相関係数が0.25以上の場合は正相関傾向あり、-0.25以
下の場合は逆相関傾向ありとした。相関係数の絶対値が
0.25未満の場合は、相関性が低いとした。
結果
アルコールパッチテストの結果
表2は、アルコールパッチテストの結果である。男子53人
のうち、29人（54.7%）が発赤なし、やや発赤が20人（37.7%）、
顕著な発赤が4名（7.5%）であった。また女子202人のうち、
発赤なしが 122人（60.4%）、やや発赤が 36人（17.3%）、
顕著な発赤が44人（21.8%）であった。
顔貌に関する回答の結果
表3は、15項目の質問に対して縄文人の特徴を回答した
割合である。男子では、眉と目の間隔、髭・頭髪、頬骨、口元
では60％以上、逆に、顔型の概要、プロフィール、耳垢、歯
では40％以下の回答率であった。女子では、眉、髭・頭髪、
瞼では60％以上、顔形の概要、造作の線構成、プロフィー
ル、彫りの深さ、鼻骨、歯では40％以下の回答率で、男子と
女子の傾向は似ていた。
頭の形状
表4は、頭の形状（縦横の比）の分布をまとめたものであ
る。男子の方が女子より、短頭型および長頭型の分布が広
い傾向がみられた。
顔写真サンプルと類似性に関する回答
表5は、顔写真サンプルとの類似性に関する回答結果で
ある。0点が現代日本人の平均顔とされているもので、
大きいほど縄文人、小さいほど弥生人に近いことになる。
F1～F3は、予測されている日本人の未来顔である。
回答では、現代日本人の平均顔を中心に、縄文人および
弥生人がほぼ正規分布で分布しており、未来形の回答も
あった。
顔貌とアルコールパッチテストとの相関性
表6は、顔貌の特徴とアルコールパッチテスト結果との
相関係数である。男子では、眉、頬骨で相関係数0.25以上
の正相関傾向が、耳たぶ、口元、頭の縦横比で -0.25以下
の逆相関がみられた。それ以外の項目では、相関性は低
かった。
一方、女子では、いずれの項目においても、明確な相関性
はみられなかった。
表2．アルコールパッチテストにおける発赤の出現率
男子 女子 合計
発赤なし 29 （54.7） 122 （60.4） 151 （59.2）
やや発赤 20 （37.7）  36 （17.8）  56 （22.0）
顕著な発赤  4 （ 7.5）  44 （21.8）  48 （18.8）
括弧内は％。
表4．頭の形状（縦横の比の分布）
1.00-1.10 1.11-1.20 1.21-1.30 1.31-1.40
男子 
（N= 53） 17 （32.1） 25 （47.2）  9 （17.0） 2 （ 3.8）
女子
（N=202） 36 （17.8） 153 （75.7） 13 （ 6.4） 0 （ 0.0）
括弧内は％。
表5．顔写真サンプルとの類似性の分布
　 男子 （N=53） 女子 （N=202）
4  0 （ 0.0）  4 （ 2.0）
3  5 （ 9.4） 15 （ 7.4）
2  7 （13.2） 57 （28.2）
1  8 （15.1） 22 （10.9）
0 12 （22.6） 34 （16.8）
-1 11 （20.8） 27 （13.4）
-2  4 （ 7.5） 24 （11.9）
-3 0 （   0） 54 （26.7）
F1  5 （ 9.4） 12 （ 5.9）
F2  0 （ 0.0） 2 （ 1.0）
F3  1 （ 1.9）  0 （ 0.0）
括弧内は％。顔写真サンプルは表1参照。
表3．顔貌に関する質問に対して縄文人の特徴を回答した割合
　
顔形の
概要
造作の
線構成
プロ
フィー ル
彫りの
深さ
眉
眉と目
の間隔
髭・頭髪 瞼 頬骨 耳たぶ 耳垢 鼻骨 唇 歯 口元
男子
（N=53） 31.0 46.9 34.4 40.6 50.0 68.8 68.8 56.3 62.5 40.6 31.3 46.9 59.4 34.4 78.1
女子
（N=202） 19.8 29.9 15.3 23.2 65.0 51.4 73.4 70.1 53.1 41.2 42.4 19.2 52.0 37.9 50.8
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考察
アルコールパッチテストについてはすでに多くの実施
経験があり、発赤、頭痛・悪心・嘔吐といった悪酔い、および
悪酔いの原因物質となる、アルコールの中間代謝産物であ
るアセトアルデヒドの酸化に関与する主要酵素である
ALDH-E2の活性を評価する際に、比較的簡便に利用で
きることが確認されている（樋口，1997；栗原，2000；
竹下・森本，2000）。アルコールパッチテストにおける発赤
なし、やや発赤、顕著な発赤は、それぞれALDH-E2高活性、
低活性および無活性タイプとなる（樋口，1997）。
日本人のALDH-E2活性の割合は、高活性タイプ（飲酒
後の発赤なし）が約60％であり、低活性型（発赤）が約40％
であるとされている。さらに、低活性型の約1/4（全体の約
10％）は、ALDH-E2活性がほとんどなく、飲酒後に顕著な
発赤を呈するとされている（竹下・森本，2000；浜島，2002）。
本調査結果においても発赤の出現率は、日本人における飲
酒後の発赤なしと発赤の比がほぼ6：4で従来の数値と一致
しており、今回の実験条件が妥当で、結果も信頼できると
いえる。しかし、女子では、やや発赤より顕著な発赤の割
合が高かった。この結果については、女子は過大に判定す
る傾向があるためと思われる。
すでに述べたように、縄文人の特徴を有する人は高活性
ALDH-E2タイプの割合が高く、弥生人の特徴を有する人は
低活性ALDH-E2タイプや無活性ALDH-E2タイプの割合
が高いとされている（尾木，1996）。また、日本人の顔貌に
ついても、縄文人と弥生人の特徴を受け継いでいるとされ
ている（原田，2001；斎藤，2006；塚田，2007）。もし、日本人
のなかに縄文人と弥生人の遺伝的特徴がそのまま受け継が
れて、アルコール代謝や顔貌に反映されているのであれば、
ALDH-E2活性を反映するアルコールパッチテスト反応と
顔貌の特徴との間には正の相関性があり、頭の縦横サイズ
比とは逆相関性を示すことになる。逆に、両者の混血が進
んでいるのであれば相関性は低いことになると予想される。
本調査で得られた顔貌に関する自己評価結果をみると、
平均的日本人を中心に、縄文人と弥生人の特徴がほぼ正規
分布に近いパターンで分散していた。しかし、縄文人と
弥生人の特徴のどちらに近いかの質問に対する回答結果と
アルコールパッチテスト結果との相関性はまちまちであっ
た。すなわち、男子では、眉、頬骨で正相関傾向が、耳たぶ、
口元、頭の縦横比で逆相関傾向がみられ、女子では、明確な
相関性を示す項目はなかった。頭の形状（縦横比）は実測さ
れた客観的数値であるが、男子で逆相関傾向があり、長頭
型は発赤、短頭型は発赤しない人が多かった。しかし、
これらの項目についても女子では相関性がみられなかっ
た。このような結果が得られた背景には、顔貌の認識に対
しては個人差が大きく、一定の傾向が得にくいことが挙げ
られる。加えて、顔貌から飲酒後の発赤の有無、つまり飲
めるタイプと飲めないタイプを予想することは難しいこと
を示している。
日本における飲酒量およびALDH-E2活性の分布には
地域によって偏りがあり、高活性タイプの人は中部、近畿、
北陸、北九州など西日本を中心に少なく、東西に向かうに
つれて増加し、東北、関東、南九州、沖縄で多くなる傾向が
みられ（原田，2001；中村，2011）、飲酒量の多い地域では
縄文人に特徴的な顔貌を持つ人が多いといわれてきた。
しかし、本結果のように、顔貌とアルコールパッチテスト
との間に明確な相関性が把握できなかったことは、ALDH-
E2活性の多型や顔貌と関連する遺伝子が相当交雑してい
ることを示している。その背景には、弥生人が渡来してか
ら現在までの2000年余の間に日本国内でかなりの人口移
動が行われ、縄文人と弥生人の混血が進んでいる可能性が
ある。この点についてさらに確証を得るたには、調査対象
者を増やし、飲酒量や赤面の有無などの地域差を含めた総
合的な検討が必要である。
本研究結果からは、顔貌から飲酒後の赤面の有無、すな
わち飲めるタイプ・飲めないタイプの類推は、明確にはで
きなかった。しかし、男子学生では正相関または逆相関を
示す項目がいくつかあり、例数を増やしてより綿密な検討
を行えば、顔貌のどこかにアルコール代謝の特徴と関連す
る相違点がある可能性は残されている。また、今回の実験
では顔貌について、頭の形状（前後と左右の長さの比）以外
表6．顔貌の特徴とアルコールパッチテスト結果との相関性
　
顔形の
概要
造作の
線構成
プロ
フィー ル
彫りの
深さ
眉
眉と目
の間隔
髭・頭髪 瞼 頬骨 耳たぶ 耳垢 鼻骨 唇 歯 口元
縄文／
弥生差
頭の形
状
写真
男子
 
（N= 53）
-0.035 -0.113 -0.091 0.010 0.286 -0.186 0.035 0.148 0.251 -0.511 0.066 0.003 0.094 -0.091 -0.282 -0.028 -0.324 0.009
女子
（N=202）
0.113 0.070 0.165 0.004 0.113 0.179 0.048 0.080 0.012 0.083 -0.109 -0.032 -0.046 -0.095 -0.035 -0.140 0.014 -0.160
一重下線は相関係数が0.25以上または-0.25以下、二重下線は相関係数が-0.50以下を示す。
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は自己申告に頼っていたため、顔貌の自己判定にバイアス
がかかり、特に男子学生より女子がある学生において強い
可能性がある。今後は、客観的で分かりやすい判定基準を
作成して、顔貌とアルコール代謝の関連についての検討を
進めていきたい。
結論
アルコールパッチテスト反応によるアルデヒド脱水素
酵素（ALDH-E2）活性の評価結果と顔貌の特徴との関係に
ついて検討した。男子では、顔貌の一部の特徴とアルコー
ルパッチテスト反応と正相関傾向（眉、頬骨）あるいは逆相
関傾向（耳たぶ、口元、頭の形）がみられたが、女子ではいず
れの項目でも相関性は把握されなかった。これらの結果
は、縄文人と弥生人の顔貌の特徴から、お酒を飲めるタイ
プと飲めないタイプを予測するのはかなり難しいことを示
している。
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顔貌とアルコールパッチテスト反応
Are There any Correlations between the Face Profiles and the Results of  
Ethanol Patch Test in Japanese?
Hisashi KURIBARA
Junior College, Tokyo University of Social Welfare,  
2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
Abstract : The purpose of this study was to assess the relationship between the face profiles of Japanese (Jomon type 
and Yayoi type) and the results of ethanol patch test (non flash, mild flash and flash) in university students (53 males and 
202 females).  The proportions of non flash and mild flash + flash (male: 54.7% and 45.3%, respectively, female: 60.4% 
and 59.6%, respectively) were almost the same as the standard proportion.  In males, although the correlation coefficients 
between the results of ethanol patch test and face profiles were greater than 0.25 in the items of eyebrow (0.286) and 
cheekbone (0.251), and smaller than -0.25 in earlobe (-0.511), shape of mouth (-0.282) and ratio of longitude and side of 
head (-0.324).  However, the absolute values of correlation coefficient for other items were smaller than 0.25 in both males 
and females.  These results suggest that the prediction of acetaldehyde dehydrogenase (ALDH-E2) activity is hard from the 
face profiles, namely Jomon type and Yayoi type.
(Reprint request should be sent to Hisashi Kuribara)
Key words :  Face profiles of Japanese, Alcohol patch test, Old Mongoloid (Jomon type), Neo Mongoloid (Yayoi type)

